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　松島のカキやアナゴをはじめ、宮城県産の豊か
な食材を使った松島・四季彩色料理コンテスト。
　テーマはちょっと贅沢な昼食。その入賞作品を
『松島三ツ星冬ランチ』2,500円（税別）として松
島町内10箇所で提供しております。
　是非、松島の味を皆様でご堪能下さい。
（ご予約の必要な料理や貸切等で提供できない日もありま
すので各店舗へお問い合わせください。）
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福田会長　年頭の挨拶
利府町長　年頭の挨拶
松島町長　年頭の挨拶
各種事業報告
青年部コーナー
女性部コーナー
各種お知らせ

冬の松島と食材王国宮城「食の観光」

たいかん亭　℡354-3191たいかん亭　℡354-3191

“松島で”冬のご馳走ランチ”美食の匠“

ホテル松島大観荘　℡354-5214ホテル松島大観荘　℡354-5214

松島のこだわり“旬”ランチ

ホテル松島大観荘　℡354-5214ホテル松島大観荘　℡354-5214

「松島」冬のおくり物

ホテル松島大観荘　℡354-5214ホテル松島大観荘　℡354-5214

出会い

松島センチュリーホテル　℡354-4111松島センチュリーホテル　℡354-4111
紅い燦々

小松館好風亭　℡354-5065小松館好風亭　℡354-5065

いろはの奏

松島一の坊　℡353-3333松島一の坊　℡353-3333

プレゼント

松島センチュリーホテル　℡354-4111松島センチュリーホテル　℡354-4111

松島・冬景色

ホテル海風土　℡355-0022ホテル海風土　℡355-0022

冬の美食　松島の恵み

松庵れすとらん海音　℡254-3111松庵れすとらん海音　℡254-3111

松島三ツ星冬ランチ写真提供：（一社）松島観光協会 五大堂写真提供：宮城県観光課
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新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
お
健
や
か
に
良
き
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
四
年
九

ケ
月
が
経
過
し
、
被
災
さ
れ
ま

し
た
会
員
事
業
所
の
皆
様
に
は

本
格
的
復
興
に
向
け
た
ご
努
力

を
戴
い
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま

す
。

　
さ
て
、
我
が
国
経
済
は
、
デ

フ
レ
か
ら
の
脱
却
と
経
済
再
生

に
向
け
た
取
組
が
進
み
、
企
業

の
収
益
改
善
が
雇
用
の
増
加
や

賃
金
上
昇
に
つ
な
が
り
、
そ
れ

が
消
費
や
投
資
の
増
加
に
結
び

付
く
「
経
済
の
好
循
環
」
が
着

実
に
回
り
始
め
て
い
る
状
況
に

あ
り
、
そ
の
結
果
、
企
業
活
動

や
雇
用
を
含
む
幅
広
い
分
野
で
、

お
よ
そ
四
半
世
紀
ぶ
り
と
な
る

良
好
な
経
済
状
況
が
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
我
々
、

地
方
の
小
規
模
企
業
に
と
っ
て

は
、
景
気
回
復
の
実
感
を
得
て

い
る
と
は
言
え
な
い
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
本
県
に
お
い
て
は
、
被
災
企

業
や
関
係
機
関
の
復
旧
・
復
興

に
向
け
た
懸
命
な
ご
努
力
に
よ

り
，
緩
や
か
に
回
復
し
て
お
り
、

今
後
本
県
の
産
業
経
済
が
一
日

も
早
い
再
生
を
成
し
遂
げ
る
と

と
も
に
、
更
な
る
安
定
的
に
成

長
・
発
展
を
図
る
た
め
に
も「
富

県
宮
城
」
を
確
実
に
実
施
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
，
県

内
企
業
，
市
町
村
，
国
，
経
済

団
体
な
ど
の
関
係
機
関
が
協
力

し
な
が
ら
，
本
格
的
な
産
業
復

興
に
向
け
た
動
き
を
一
層
加
速

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
国
が
掲
げ
る
「
地
方
創
生
」

は
地
方
へ
の
新
た
な
人
の
流
れ

を
つ
く
り
，
人
が
新
た
な
仕
事

を
作
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
，

本
県
が
目
指
す
「
創
造
的
な
復

興
の
実
現
」，「
富
県
宮
城
の
実

現
」
と
目
標
を
同
じ
く
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
そ
れ
ぞ

れ
の
取
組
が
相
乗
的
に
展
開
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
商
工
会
に
お
い
て
は
、
平
成

二
十
六
年
六
月
、「
小
規
模
企

業
振
興
基
本
法
（
小
規
模
基
本

法
）」
及
び
「
商
工
会
及
び
商

工
会
議
所
に
よ
る
小
規
模
事
業

者
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
小
規
模

支
援
法
）」
が
成
立
し
、
こ
れ

ま
で
中
小
企
業
基
本
法
で
規
定

さ
れ
て
い
た
「
成
長
発
展
」
の

み
な
ら
ず
、「
事
業
の
持
続
的

発
展
」
を
基
本
原
則
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
、
地
域
で
雇
用
を

維
持
し
て
頑
張
る
小
規
模
事
業

者
を
正
面
か
ら
支
援
す
る
内
容

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
宮
城
県
議
会
議
員
の

皆
様
の
提
案
に
よ
り
「
中
小
企

業
・
小
規
模
企
業
の
振
興
に
関

す
る
条
例
」
が
平
成
二
十
七
年

七
月
十
日
に
公
布
さ
れ
、
平
成

二
十
七
年
度
に
は
、中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
の
振
興
に
関
す
る

基
本
的
な
計
画
の
取
り
ま
と
め

を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
全
国
三
百
八
十
五
万
の
中
小

企
業
、
中
で
も
そ
の
九
割
を
占

め
る
小
規
模
事
業
者
は
、
地
域

の
特
色
を
生
か
し
た
事
業
活
動

を
行
い
、
就
業
の
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
元
の
需

要
に
応
え
、
雇
用
を
担
う
な
ど
、

地
域
経
済
の
安
定
と
地
元
住
民

の
生
活
の
向
上
・
交
流
の
促
進

に
寄
与
す
る
極
め
て
重
要
な
存

在
で
あ
る
と
我
々
は
確
信
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
時
代
の
変
化
に
即
し
た

事
業
経
営
に
邁
進
す
る
こ
と
を

ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員

の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
今
年
一

年
、
平
和
で
幸
福
な
年
と
な
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
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新
年
の
あ
い
さ
つ

利
府
松
島
商
工
会  

　
　
　
会
長
　
福
田
　
正
朗

本
年
も
よ
ろ
し
く

　  

お
願
い
い
た
し
ま
す
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
成

二
十
八
年
の
新
春
を
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
財
政

危
機
に
端
を
発
し
た
欧
州
の
金

融
債
務
問
題
の
影
響
が
世
界
的

に
波
及
し
、
新
興
国
の
経
済
に

影
響
を
与
え
、
さ
ら
に
国
内
に

お
い
て
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効

果
に
よ
る
景
気
回
復
が
期
待
さ

れ
た
も
の
の
、
物
価
上
昇
に
伴

う
個
人
消
費
の
足
踏
み
か
ら
、

景
気
回
復
の
動
き
が
鈍
い
状
況

が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
町
で
は
、

現
在
、
利
府
街
道
沿
い
の
新
中

道
地
区
に
お
い
て
、
新
た
な
中

心
市
街
地
の
形
成
を
目
指
す
土

地
区
画
整
理
事
業
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
今
後
、
本
町
を
取
り

巻
く
商
業
環
境
の
活
性
化
が
図

ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
利
府
松
島
商
工
会
と

の
、
連
携
で
昨
年
実
施
し
た

「
利
府
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
」
の
発
行
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
事
業
の
取
り
組
み
が
、
地
元

の
消
費
拡
大
と
地
域
に
根
差
し

た
魅
力
あ
る
地
域
経
済
の
創
造
、

さ
ら
に
地
元
商
工
会
会
員
の
皆

さ
ま
の
活
性
化
に
大
変
有
意
義

な
も
の
に
な
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
本
町
の
経
済
を
支
え
、
担
う

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
多
く
の

ご
苦
労
が
あ
る
と
存
じ
ま
す
が
、

町
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、

よ
り
一
層
の
ご
理
解
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
利
府
松
島
商
工
会

の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
、
会
員

の
皆
さ
ま
の
御
健
勝
と
御
多
幸

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
利
府
松
島
商
工
会
の
役
員
様

や
会
員
の
皆
様
の
商
工
業
振
興

に
対
し
多
大
な
る
ご
尽
力
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
、
申
年
に
な
り
ま
す
。

干
支
は
六
十
年
ぶ
り
の
丙
申
で

す
。
文
字
の
意
味
か
ら
丙
は
「
明

ら
か
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、

申
は
「
呻
く
（
う
め
く
）」
の
意

味
で
、
形
が
明
ら
か
に
な
っ
て
、

実
が
固
ま
る
年
だ
と
言
え
ま
す
。

　
松
島
町
の
特
色
を
活
か
し
持

続
可
能
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
と
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
と
い
う
大
変
重
い
負
託
を

受
け
、
町
民
の
皆
様
か
ら
多
く

の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
町
政

に
当
た
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

震
災
か
ら
の
復
興
加
速
や
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

の
行
政
運
営
、
松
島
の
未
来
を

担
う
子
育
て
支
援
の
充
実
な
ど
、

行
政
だ
け
で
な
く
、
商
工
会
の

皆
様
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
知
恵
や
力
も
集
結
し
て
、

活
力
あ
る
商
工
会
の
役
員
様
や

会
員
の
皆
様
と
共
に
創
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
今
の
厳
し
い
経
済
情
勢
が

続
く
中
で
、
昨
年
は
、
利
府
松

島
商
工
会
が
実
施
し
ま
し
た
「
ま

つ
し
ま
復
興
支
援
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
発
行
事
業
」
は
、
割
増

し
商
品
券
が
発
行
さ
れ
、
商
工

業
の
活
性
化
に
よ
る
地
域
経
済

の
復
興
を
図
ら
れ
、
非
常
に
心

強
い
取
り
組
み
で
あ
っ
た
と
認

識
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
商

工
業
の
各
種
事
業
に
対
し
て
は
、

利
府
町
は
も
と
よ
り
、
国
・
県

と
連
携
し
な
が
ら
、
商
工
業
振

興
に
一
層
努
力
を
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
四
年
九

ヶ
月
が
経
過
し
、
本
町
の
復
興

状
況
は
、
復
興
公
営
住
宅
が
完

成
し
、
被
災
者
の
住
宅
再
建
も

進
み
、
津
波
被
害
を
受
け
た
沿

岸
部
に
お
い
て
は
、
防
潮
堤
や

河
川
の
護
岸
工
事
を
は
じ
め
、

漁
港
施
設
等
の
復
旧
・
復
興
関

連
工
事
や
下
水
道
工
事
が
着
工

し
、
ハ
ー
ド
面
の
復
旧
・
復
興

工
事
が
本
格
化
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
規
模
災
害
に
備
え

た
避
難
施
設
や
避
難
道
路
に
つ

き
ま
し
て
も
順
次
着
工
・
完
成

す
る
な
ど
、
事
業
完
了
の
見
通

し
が
立
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
定
住
す
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
、推
進
し
、「
世
代
が
継
続
す

る
住
環
境
づ
く
り
」を
図
る
た
め
に

は
、会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
、ご
協

力
を
，賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
の

皆
様
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

魅
力
あ
る
地
域
経
済
の
創
造
に
向
け
て

利
府
町
長
　
鈴
木
　
勝
雄

新
年
あ
い
さ
つ

松
島
町
長
　
櫻
井
　
公
一
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十
二
月
十
六
日（
水
）に
、
松
島
町
の
小
松
館
好
風
亭
に
て
松
島

町
議
会
議
員
の
先
生
方
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
宮
城
県
商
工
会
連
合
会
の
郷
古
経
営
支
援
部
長

よ
り「
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
」

説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
本
会
よ
り「
平
成
二
十
八
年
度
中
小
企
業

関
係
概
算
要
求
」の
説
明
や「
商
工
会
運
営
補
助
金
の
確
保
」に
つ

い
て
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
行
政
と
本
会
が
連
携
し
て
地
域
商

工
業
の
発
展
と
地
域
活
性
化
に
向
け
た
施
策

を
講
じ
、
商
工
会
事
業
に
対
す
る
ご
理
解
と

ご
支
援
を
議
員
の
先
生
方
に
お
願
い
し
盛
会

裏
に
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

尚
、
利
府
町
議
会
議
員
の
先
生
方
と
の
懇

談
会
は
一
月
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

利
府
支
部
（
郷
右
近
義
光
支
部
長
）
と
松

島
支
部（
佐
々
木
更
三
支
部
長
）で
は
、
恒
例

と
な
り
ま
し
た
合
同
支
部
研
修
会
を
今
年
は

昨
年
ま
で
と
趣
向
を
変
え
て
、
震
災
を
風
化

さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
被
災
地

の
現
状
を
把
握
し
、防
災
に
役
立
て
と
よ
う
と

企
画
し
、
十
一月
二
十
九
日（
日
）に
名
取
市
に
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、（一社
）名
取
市
観
光
物
産
協
会
の
高
野
氏
よ
り
、震
災
状

況
や
、復
興
に
向
け
て
進
ん
で
い
る
街
の
様
子
を
被
害
が
大
き
かった
閖

上
の
現
場
に
て
説
明
を
受
け
、参
加
者
は
決
し
て
風
化
さ
せ
て
は
い
け

な
い
と
の
思
い
が
強
く
な
り
非
常
に
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
山
元
町
の
名
物
で
あ
る
「
は
ら
こ
め
し
」
を
堪
能
し
、

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　

利
府
地
区
は
十
月
三
十
日（
金
）に
利
府
事
務
所
で
、
松

島
地
区
は
十
一
月
二
十
日（
金
）に
松
島
町
文
化
観
光
交
流

館
に
て
消
費
税
転
嫁
対
策
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
九
年
四
月
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
増

税
に
対
す
る
影
響
や
対
策
、
平
成
二
十
八
年
一
月
か
ら
社

会
保
障
、
税
、
災
害
対
策
の
行
政
手
続
き
で
使
用
す
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
も
併
せ
て
説
明
が
あ
り
、
参

加
者
か
ら
は
大
変
役
に
立
っ
た
と
の
声
が
多
数
あ
り
、
有

益
な
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

去
る
十
一
月
一
日（
日
）に
行
わ
れ
た
、
「
二
〇
一
五
ま
つ

し
ま
産
業
ま
つ
り
」
が
松
島
町
文
化
観
光
交
流
館
駐
車
場

に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
ス
テ
ー
ジ
上
の
各
種
イ
ベ
ン

ト
や
、
各
種
出
店
が
あ
り
多
く

の
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
お
り

ま
し
た
。

　

商
工
会
で
は
、
七
月
に
認
定

し
た
松
島
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
が

当
た
る
抽
選
会
を
実
施
し
多
く

の
町
民
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

十
月
十
一
日（
日
）グ
ラ
ン
デ
ィ
・
21
円
形
広
場
に

お
い
て
今
回
25
回
を
迎
え
る
「
十
符
の
里-

利
府
」
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
「
笑
顔　

元
気
で　

更
な
る
飛

躍
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
小
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の

天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
二
万
七
千
人
の
来
場
者

を
迎
え
、
町
民
の
皆
様
の
手
づ
く
り
の
お
祭
り
と
し

て
盛
会
裏
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
長
野
県
か
ら「
信
濃

国
松
川
響
岳
太
鼓
」を
ゲ
ス
ト

と
し
て
迎
え
た
ほ
か
、御
当
地
ヒ

ー
ロ
ー「
未
知
ノ
国
守
ダ
ッ
チ
ャ

ー
」の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
等
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
イ
ベン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
三
日（
金
）に
利
府
町
、
十
一
月
十
七
日

（
火
）に
松
島
町
並
び
に
松
島
町
議
会
へ
平
成
二
十
八

年
度
商
工
会
に
対
す
る
補
助
金
要
望
書
を
提
出
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

松
島
町
議
会
議
員
と
の
懇
談
会
を
開
催

消
費
税
転
嫁
対
策
講
習
会
を
実
施

十
符
の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

利
府
町
・
松
島
町
へ
要
望
書
提
出

二
〇
一
五
ま
つ
し
ま
産
業
ま
つ
り
に
協
力

利
府
・
松
島
合
同
支
部
研
修
会

被
災
地
を
見
学
し
防
災
意
識
を
高
め
る
！

閖上にて被害状況の説明を
受ける

松島町議会議員との懇談会

利府開催風景

信濃国松川響岳太鼓による演奏

松島町櫻井町長並び松島町片山議長及び阿部
副議長に要望書を提出

利府町伊藤副町長へ要望書を提出

松島開催風景

松島ブランドをPR！
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青
年
部
コ
ー
ナ
ー

　

十
月
十
四
日（
水
）、
松
島
町
高
城
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
伊
藤
薫
社
会
保
険

労
務
士
・
行
政
書
士
事
務
所　

伊
藤
薫
氏
を

講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
消
費
税
転
嫁
対
策

と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

増
税
に
伴
う
消
費
税
転
嫁
拒
否
の
規
制
や

値
段
表
示
に
つ
い
て
の
禁
止
行
為
と
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
取
扱
い
に

つ
い
て
の
リ
ス
ク
と
注

意
点
等
に
つ
い
て
講
演

が
あ
り
、
参
加
者
か
ら

は
今
後
の
対
応
に
向
け

て
大
い
に
役
立
つ
講
演

だ
っ
た
と
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

　　

十
一
月
四
日（
水
）、
松
島
町
ホ
テ
ル
大
松

荘
に
て
、
株
式
会
社
佐
藤
商
事
代
表
取
締
役

佐
藤
慶
太
氏
と
株
式
会
社
オ
イ
デ
ッ
ク
専
務

取
締
役
尾
出
恵
一
氏
を
お
迎
え
し
、
経
営
革

新
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

経
営
革
新
の
必
要
性
や
そ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
講
演
頂
き
、
経
済
的

環
境
に
即
応
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
や
、

将
来
を
見
据
え
た
事
業
展
開
に
つ
い
て
改
め

て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
有
意
義
な
講
習

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
十
三
日（
月
）、
松
島
町
に
て
開

催
さ
れ
た
第
九
回
松
島

大
漁
か
き
祭
り
in
磯
島

に
出
店
し
ま
し
た
。
牡

蠣
お
こ
わ
、
牡
蠣
蕎
麦
、

牡
蠣
フ
ラ
イ
、
牡
蠣
グ

ラ
タ
ン
を
販
売
し
好
評

を
得
ま
し
た
。

　

利
府
松
島
商
工
会
女

性
部
で
は
、
今
年
度
よ

り
地
域
の
特
産
物
や
観

光
地
の
魅
力
を
全
国
の

女
性
部
に
発
信
し
観
光

客
の
誘
客
に
努
め
る
こ

と
と
、
女
性
部
間
の
交

流
を
目
的
と
し
た
お
も
て
な
し
交
流
事
業
の

受
け
入
れ
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
域
の
魅
力
を
取
り
入
れ

た
着
地
型
旅
行
や
体
験
型
観
光
の
「
お
も
て

な
し
プ
ラ
ン
」
を
提
示
し
、
参
加
女
性
部
を

募
る
も
の
で
す
。

　

二
組
限
定
で
の
募
集
と
し
て
お
り
、
今
年

度
は
宮
城
県
栗
駒
鶯
沢
商
工
会
及
び
福
島
県

石
川
町
商
工
会
の
女
性
部
の
皆
様
と
の
交
流

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
利
府
・
松
島
の
魅

力
を
存
分
に
堪
能
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

各
女
性
部
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

十
月
二
十
日（
火
）、
松
島
町
文
化
観
光
交

流
館
に
お
い
て
、
仙
台
白
百
合
女
性
大
学
准

教
授　

佐
々
木
裕
子
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

女
性
部
開
発
の
地
域
食
材
を
使
用
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
料
理
の
栄
養
面
に
お
け
る
理
解
を
深

め
る
た
め
の
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

利
府
地
区
の
「
利
府
風
お
好
み
焼
き
」
及

び
松
島
地
区
の
「
松
島
の
り
し
ん
じ
ょ
汁
」

に
つ
い
て
栄
養
面
で
の
分
析
を
し
て
い
た
だ

き
、
成
分
表
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
販
売
に

よ
り
一
層
、
自
信
を
も
っ
て
臨
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

・
梨
ま
つ
り
　

　

十
月
四
日（
日
）、
利
府
町
で
行
わ
れ
た
梨

ま
つ
り
に
て
、
「
利
府
風
お
好
み
焼
き
」
を

販
売
し
ま
し
た
。

・
ま
つ
し
ま
産
業
ま
つ
り

　

十
一
月
一
日（
日
）、
松
島
町
で
行
わ
れ
た

ま
つ
し
ま
産
業
ま
つ
り
に
て
、
「
松
島
の
り

し
ん
じ
ょ
汁
」
を
販
売
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト
で
今
年
度
も
好
評
を

い
た
だ
き
、
無
事
に
販
売
を
終
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
商
工
会

女
性
部
は
今
後
も
各
地

域
の
特
産
物
を
使
用
し

た
料
理
で
、
地
産
地
消

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
来
場
い
た
だ
い
た

皆
様
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　　

十
一
月
五
日（
木
）、
東
松
島
市
商
工
会
女

性
部
の
「
お
も
て
な
し
プ
ラ
ン
」
を
利
用
し
、

女
性
部
十
五
名
で
東
松
島
市
へ
視
察
研
修
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

雄
大
な
自
然
と
地
元
の
部
員
な
ら
で
は
観

光
の
コ
ー
ス
を
味
わ
い
つ
つ
情
報
交
換
を
し

た
こ
と
で
、
今
後
利
府
松
島
の
お
も
て
な
し

交
流
事
業
の
参
考
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

消
費
税
転
嫁
対
策
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
講
習
会
を
開
催

若
手
後
継
者
等
育
成
事
業

「
栄
養
の
側
面
か
ら
み
る
地
域
料
理
」

女
性
部
コ
ー
ナ
ー

お
も
て
な
し
交
流
事
業
を
開
始
　

各
地
域
の
お
祭
り
に
出
店

視
察
研
修
開
催

若
手
後
継
者
等
育
成
事
業
講
習
会

を
開
催

第
九
回
松
島
大
漁
か
き
祭
り
in
磯
島

に
出
店

消費税転嫁対策講習会

第9回松島大漁かき祭りin磯島

おもてなし交流事業

まつしま産業まつり

この度、利府松島商工会で勤務
させていただくことになりました。
初めての商工会勤務で至らない
点が多々あるかと存じますが、少
しでも早く会員の方々のお顔と
お名前を憶え、お役に立てるよう
業務に励みますので、どうぞよろ
しくお願い申し上げます。

職員異動のお知らせ
採　用 平成28年１月１日付

佐　藤　枝　里（松島事務所）

退　職 平成27年12月31日付
髙　橋　結　以（松島事務所）
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期　間：２月１５日（月）～３月１４日（月）
　　　　※予約制　（土・日曜日を除く）
場　所：商工会利府事務所及び松島事務所
必要書類等：申告書・決算書
　　　　　　昨年の申告書・決算書（控）
　　　　　　各種帳簿・帳票類及び必要と思われる書類等
　　　　　　各種控除証明書（生命・地震保険等）
　　　　　　支払証明書（国民健康保険・国民年金保険）
　　　　　　税務署からのハガキ（予定納税額等記載のある
　　　　　　もの）・印鑑（インク式は不可）

※具体的相談のある方、土地・建物の譲渡等、例年と異なる
　申告となる場合には税理士による相談をご利用下さい。
　

所得税・消費税確定申告
個別指導のお知らせ

（敬称略）

松島町高城字町東二28-6　

利府町春日字新堀14-1

利府町しらかし台1-5-4　

松島町磯崎字長田80-148　

松島町松島字普賢堂42-1　

利府町青葉台3-1-313

利府町加瀬字十三本塚152-101

代表者　鈴木　宏信

　代表者　千葉　大介

 代表者　太田裕二郎

代表者　小澤慶一郎

代表者　西澤　貴文

代表者　菅原　幸市

 代表者　森　　広樹

新会員のご紹介新会員のご紹介

会員総数 768名（定款・特別会員除く）平成27年12月31日現在

㈱フロンティアサービス（清掃、機器メンテナンス業）

㈱盛運（運送業、土木工事業）

太田裕二郎（一般木造建築業）

来宝店（飲食業）

西タイル（タイル、ブロック、レンガ工事）

㈱フリースペース（飲食業、コンサルタント業）

森内装（内装業）

宮城県産業振興相談センター
（公益財団法人みやぎ産業振興機構）

お悩み【金融・経営など】
●二重ローン問題
●復旧資金等の新規借入
●経営改善・事業計画の策定
●返済負担の軽減 ・・・ など

お気軽にお問い合わせ下さい

無料相談（事業所に伺います）

☎：022‐722‐3858
被災事業者の復旧、復興、経営改善を支援し、債権買取による
二重ローン問題の解決等を実施している公的機関です。

　平成２７年度会員交流会を下記の通
り開催いたします。
　本年度は、コメンテーターとしてテレ

ビで活躍中の毎日新聞専門編集委員　与田正男氏
に「与良政談～これからの政治・経済のゆくえ～」と
題した講演を予定しています。
　　　　
①日　　時／平成２８年１月２８日（木）
　　　　　　・第１部　講演会　午後４時～
　　　　　　・第２部　交流会　午後６時～
②場　　所／松島センチュリーホテル
③会　　費／交流会出席者　一人　４，０００円
④実施内容／ⅰ講演会　
                    講師　毎日新聞専門編集委員　
　　　　　　　　　　　  与　良　正　男　氏
　　　　　  ⅱ企業情報、取扱商品等の紹介・
                    名刺交換会

会員交流会のお知らせ

19日（金）・26日（金）
３日（木）・7日（月）・10日（木）・14日（月）

２月
３月

■税理士相談日（利府・松島事務所共通）
　時間：９時～１６時

詳細につきましては宮城労働局労働基準部賃金室または
最寄りの労働基準監督署までお問い合わせ下さい。

宮城県内で事業を営む使用者及びその事業場で働く
全ての労働者（臨時、アルバイト、パートタイマー等を
含む。）に適用される宮城県の最低賃金が次のとおり
改定されました。

宮城県最低賃金のお知らせ

宮城県最低賃金 最低賃金額（時給） 効力発生日
全ての業種
鉄鋼業

自動車小売業

電子部品、デバイ
ス、電子回路、電気
機械器具、情報通
信機械器具製造業

７２６円
８２７円

７８３円

７９５円

２７．１０．３
２７．１２．１３

２７．１２．１８

２７．１２．２５

平成27年10月から、国民の皆さま一人一人に
12桁のマイナンバー（個人番号）が通知されます。
平成27年10月から、国民の皆さま一人一人に
12桁のマイナンバー（個人番号）が通知されます。
・市区町村から、住民票の住所に通知カードが送付されます。
・通知カードを受け取られた方は、同封された申請書を郵送すること等により、
　市区町村の窓口で「個人番号カード」の交付を受けることができます。

・年金、雇用保険、医療保険の手続、生活保護や福祉の給付、確定申告などの
　税の手続など、法律で定められた事務に限って、マイナンバーが利用されます。
・民間事業者でも、社会保険、源泉徴収事務などで法律で定められた範囲に限
　り、マイナンバーを取り扱います。

・他人のマイナンバーを不正に入手したり、正当な理由
　なく提供したりすると、処罰されることがあります。
・マイナンバーと結びついた個人情報を保護するため、様々な対策を講じます。

平成2８年1月から、マイナンバーは社会保障、税、災害対策の行政手続で利用します。平成2８年1月から、マイナンバーは社会保障、税、災害対策の行政手続で利用します。

マイナンバーは一生使うものです。大切にしてください。マイナンバーは一生使うものです。大切にしてください。

法律で定められた目的以外でマイナンバーを利用したり、
他人に提供したりすることはできません。
法律で定められた目的以外でマイナンバーを利用したり、
他人に提供したりすることはできません。

マイナンバーのホームページ：http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html 
公式twitter：https://twitter.com/MyNumber_PR
マイナンバーのコールセンター：0570 - 20 ‒ 0178（ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰ）

※突撃！会員事業所紹介については誌面の都合上、今回は休載いたします。

マイナンバーは、行政を効率化し、国民の利便性を高め、公平・公正な社会を実現する社会基盤です。
行政の効率化

行政機関や地方公共団体などで様々
な情報の照合や入力などに要してい
る時間や労力が大幅に削減されると
ともに、より正確に行えるようにな
ります。

国民の利便性の向上
添付書類の削減など、行政手続が簡
素化され、負担が軽減されます。情
報提供等記録開示システムによる情
報の確認や提供などのサービスを利
用できます。

公平・公正な社会の実現
所得や他の行政サービスの受給状況
を把握しやすくなり、脱税や不正受
給などを防止するとともに、本当に
困っている方にきめ細かな支援を行
えます。
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